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地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
二
十
九
号

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日

は
、
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
十
月
十
九
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
三
百
三
十
号

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
二
十
八
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律

第
九
十
号
）第
八
条
第
三
号
、第
十
三
条
第
一
項（
同
法
第
二
十
九
条
第
三
項
前
段
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、

第
二
十
一
条
及
び
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
七
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
中
「
第
五
条
第
一
項
及
び
第
六
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
及
び
第
九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
と
す

る
。

第
七
条
第
一
号
中
「
第
二
十
一
条
第
一
号
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
一
条

第
二
号
」
を
「
第
四
十
四
条
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
六
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
三
条
中
「
第
二
十
一
条
第
一
号
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
号
」
に
、「
第
二
十
二
条
第
四
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第

四
項
」
に
、「
第
八
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
二
条
中
「
第
七
条
第
四
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
二
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
受

験
手
数
料
の
額
は
、
五
千
七
百
円
と
す
る
。

第
二
条
を
第
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
登
録
事
項
の
変
更
等
の
手
数
料
）

第
四
条

法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
九
百
円
と
す
る
。

（
登
録
手
数
料
）

第
五
条

法
第
二
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、一
万
七
百
円
と
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
八
条
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
情
報
処
理
に
関
す
る
法
律
の
規
定
）

第
二
条

法
第
八
条
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
情
報
処
理
に
関
す
る
法
律
の
規
定
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
六
十
八
条
の
二
及
び
第
百
六
十
八
条
の
三
の
規
定

二

不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
十
一
条
か
ら
第
十
三

条
ま
で
の
規
定

附

則

こ
の
政
令
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
法
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
皇
太
子
徳
仁
親
王
の
婚
姻
を
記
念
す
る
た
め
の
五
万
円
の
貨
幣
の
形
式
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

２

皇
太
子
徳
仁
親
王
の
婚
姻
を
記
念
す
る
た
め
の
五
万
円
の
貨
幣
の
形
式
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
五
年
政
令
第
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
三
十
八
号
」
を
「
第
三
十
九
号
」
に
改
め
る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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